
嚥下欄の食事形態 
水分表記の変更について 

地域連携パス 
情報提供書 
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第５３回もも脳ネット運用会議議事録より（平成30年１２月１９日） 
看看連携の報告 
・地域連携パス運用における問題点 
「とろみ」の記載：病院→病院に転院する場合はST配置等もあり「ネ
クター状」という記載でも伝わっていたが、病院→施設に退院する場
合などは伝わりづらいとの指摘があった。 

 
使用しているとろみ剤のメーカ・品名・とろみ剤何gに対して水何mlと
いう記載であれば、とろみのつけ方の統一ができるといった意見交換
を行った。 

第５４回もも脳ネット運用会議議事録より（平成3１年３月２６日） 
看看連携の報告 
・「とろみ」の標準化について 
各医療機関や施設でより統一したとろみにするために、使用している
とろみ剤のメーカー・品名、とろみ剤何gに対して、水何mlという記
載のほかにとろみ早見表を添付してはどうかなどの意見交換を行った。 

2 



嚥下欄の水分表記：ポップアップで提示される用語を 
     選択・表記することで生じている問題 

3 

ネクターってどんな
感じの性状？ 

液体のゼリーの固さ
はどの程度？ 

ヨーグルトとハチミツ
ではどちらがトロミが

強い？ 

今提供している水分は 

この選択肢では 

何状と記入したらいい？ 

ネクター状？ 

コンデンスミルク？ 



問題が生じている要因 

（１）主観的表現であること。 
   人によっての固さのイメージが違う 

とろみの粘度の誤差が生じやすい 

・とろみ調整食品のパッケージ表記は、ユニバーサル
デザイン表記が多い。（２７商品中１８商品） 

 

    

 

 

 

 

 ユニバーサルデザイン表記：「フレンチドレッシング
状・とんかつソース状・ケチャップ状」 

 

    

 

 

（２）ネクター、コンデンスミルク状の表記が古い 

・転院や施設入所により、とろみ調整食品の種類が  
 変わると、何gつければよいかわからなくなる 
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開催日時：2019年5月23日（水）19時～20時半 
開催場所：岡山旭東病院にて 

 
【出席者】参加18施設および岡山県言語聴覚士会 
     （案内32施設、返答22施設） 

地域連携パス記載に関する多施設ST協議 

赤磐医師会病院、岡山協立病院、岡山旭東病院、岡山光南病院、
岡山済生会病院、岡山市民病院、岡山赤十字病院、 
岡山東部脳神経外科病院、岡山リハビリテーション病院、 
岡山労災病院、光生病院、倉敷リハビリテーション病院、 
児島中央病院、済生会吉備病院、重井医学研究所附属病院、 
玉野市立市民病院、佐藤病院、岡山博愛会病院、 
川崎医療福祉大学・岡山県言語聴覚士会 
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議題  
①記載方法を統一することについて 賛否 
②どのような方法（記載内容含む）なら良い伝達ができるか？ 

【トロミの院内表現について】 
・薄トロミ、中間のトロミ、濃いトロミ。 
・院内ではヨーグルト状トロミのみ。 
・病棟スタッフがわかるように“弱・中・強”で院内で統一。 

【現在の情報提供書へはどのように記載しているか】 
・情報提供書にはUDFで記載している。 
・薄トロミ、中間トロミ、濃いトロミで記載している。 
・学会分類記載に加えて、何mlに何gかを記載している。 
・施設に行く人に対しては、使うとろみで伝達するようにしている。 

【施設別情報】 
・トロミ茶の準備者  
 看護助手、食堂のスタッフなど、医療者以外のスタッフが多かった。 
・転院してきたら再評価するので名称の表現は重要視していない。 
・情報提供書に商品名を記載されていても参考にならない。 
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① 統一化については、全施設が賛成 

 
② 記載方法については、 
 『学会分類（2013）とろみの表記』 
 『商品名』『100mlあたり〇g』 という内容を記載し、 
  さらに『とろみ早見表を添付すること』で了解を得た。 

5月28日 もも脳ネット理事会 
6月19日 もも脳ネット運用会議 

上記内容の承認を得た。 

結論 
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選択するポップアップを
×で閉じる 

入力したいセルをダブルク
リックすると自由記載可能
となるので、薄いトロミ、
中間のトロミ、濃いトロミ
のいずれかを記載する 

水分の自由記載方法 
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嚥下コメント欄に 
商品名 100ｍｌあたり○ｇ 

と記載 
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学会分類2013 早見表 


